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工。研究の目的

　本研究は，7日間の「介護等体験」ならびに2週間～4週間の「教育実習」を終了した

大学4年生と，教職課程の勉強を始めたばかりの2年生を対象に，『教師』という職業ま

たはその人となりのイメージについて，その意識に相違があるのかを明らかにすることが

目的である。

皿里研究の方法

　1．調査対象者

　本研究の調査対象者は，埼玉県内の大学で教職課程を履修している学生255名である。

調査対象者の4年生105名（男子69名，女子36名）のうち，「教育実習」を終了している者

は103名，「介護等体験」を終了している者は82名である。また，2年生は150名（男子114

名，女子36名）である。なお，以下の分析では4年生をA群，2年生をB群とする。

　2。調査材料

　木研究で用いた調査内容はラ以下のとおりである。

　「『教師』について，あなたはどのように考えていますか；次の項目について，回答欄の

当てはまる数字に○印をつけてください。」という教示に続き25項目（表1参照）を捉示

し，それぞれの項目について，「非常にそう思う」「そう思う」「どちらともいえない」「そ

う思わない」「全然そう思わない」の5件法で回答を求めた。

　3。手続き

　調査は，2001年（平成13年）6月下旬～7月上旬にかけて集団で実施した。

皿、結果と考察

　1，A群とB群の量的分析について

　ここでは教師のイメージについて用意した25項目の回答結果を検討する。5件法のうち，

「非常にそう思う」に5点，「そう思う」に4点，「どちらともいえない」に3点，「そう思
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わない」に2点，「全然そう思わない」に！点をそれぞれ与えて点数化し，集計した。

　まず，A・B両群を混合した平均値（標準偏差）と，両群それぞれの平均値およびその

F－t検定の結果，ならびに回答比率のγ2検定の結果を表1にまとめた。なお，項目の順

序は，表2と見比べやすくするためにその因子パターンに準じている。

　平均欄では，平均値が4．0を超える肯定率の高い項目を太字で示した。これを見ると，

r2．教師は大変な職業である」「9．教師は一忙しい職業である」r11．教師は苦労が多い

職業である」などのように，教師をひとつの職業としてとらえた場合に，そのイメージが

どちらかというと厳しい側面を指摘する項目に肯定率が高い。

　また，表中のA・B両群の平均欄では，両群を比較してA群の方がB群よりも肯定率（平

均値）の低い6項目に網をかけて示している。平均値のF－t検定で14項目，回答比率のγ2

検定で11項目に有意差が認められた。

　2。因子分析の結果について

　主因子法・バリマックス回転による因子分析を行い，3因子を抽出した。表2はソート

後の因子パターンをまとめたものである。

　因子Iは，「王2．教師は生徒から尊敬されている」「3．教師は生徒が好きである」「δ．

教師は生徒のモデルになっている」など，主に教師と生徒との関係が親密であることを表

す項目で構成されている。表1を確認すると，そのほとんどの項目について，平均にも比

率にも2群間に有意差があり，しかもすべてA群の方がB群よりも肯定的である。B群の

学生は教壇に立っていないため生徒の側から教師を見ているにすぎないが，A群の学生は

数週間とはいえ教師の側に立って両者の関係を観察する機会を持っている。その経験が意

識に反映されたと思われる。因子Iは，生徒・保護者の側から見た教師のあるべき姿を描

いていると考えられるので，『教師のあるべき姿』因子と解釈した。

　なお，各因子についてA・B両群それぞれの因子得点の平均値をF－t検定したところ，

因子IではA群の平均値が0．41，B群の平均値が一〇．29となり，危険率！％未満で有意差が

認められた。この結果からも，A群の学生の方がB群の学生よりも『教師のあるべき姿』

を強く意識していることがわかる。

　因子Uは，「23．教師にはボランティア活動の経験が必要である」「6．教師には老人介

護や障害者支援などの経験が必要である」など，学外における経験をつむことで教師が自

らの人間性を広げ，それが教育にもよい影響を与えると思われるような項目で構成されて

いる。因子皿は，教師の経験や知識の広さを要求する『教師の資質向上』因子と解釈した。
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表1　ギ教師」についての平均．トt検定，圓答比率のX2検定

＜〈lp〈O．01，〈：p〈0．05（8群の方が肯定的）

　因子㎜は，「2．教師は大変な職業である」「9．教師は忙しい職業である一「11．教師

は苦労が多い職菜である」「14．教師の仕事には自由がある（一）」のように，教師を職業

としてとらえたときの厳しさを表す項目で構成されている。従って，因子皿を『教職の現

実性』因子と解釈した。

　今回の調査では共遭性の非常に低い項目が含まれているため，今後の項目の検討が必要

かと思われる。

v。要約

（1）今回の調査結果から，教職課程履修の大学生がとらえた「教師」に対するイメージ

　は3因子で説明することができる。それは，生徒・保護者の側から見た教師のあるべき

姿を反映している『教師のあるべき姿』因子，教師の経験や知識の広さを求める『教師

の資質向上』因子，教師を職業としてとらえたときの厳しさを表す『教職の現実性』因

子である。

（2）『教師のあるべき姿』因子を構成している項目は，そのほとんどについて，4年生と

一31一



表2　r教師」についての因子パターン

　2年生の平均値と比率に有意差があり，またそのすべてにおいて4年生の方が2年生よ

　りも肯定的である。これは，4年生の教育実習などの体験が反映されたものと考えられ

　る。

（3）ガ教職の現実性』因子を構成している項目には，特に肯定率の高い項目が多い。

【付記】本研究は，平成13年度城西大学学長所管研究奨励金の交付を受けて実施された研究の一

　　　部である。
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